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岡山県南郡地域自動車放射能探査報告

中井順二＊　村岡秀記＊＊小林 創＊
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By
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Abstract

　　　　In　order　to　obtain　data　for　the　ur3nium　prospecting　in　future，writers　carried，out

the　radiometric　surveying　with　car．mounted　scinti11αtion　counter　in　the・southem　part　of
Okayama　prefecture　from　February　to’March，1957。This　districts　co直sist・mainly　of　the

acidic　rocks，Paleozoic，Mesoz6ic　and　Cenozoic　sediments．

　　　As〆the　results，writers　discQvered　the　high　radioactive　intensity　area　in　the　so－called

Ch貢goku　granite　region．One　of　them　is　in　the　Ihara　region，and　the　greisened　biotite　granite

in　this　r6gion　has　a　high　radioactive　intensity（17，000counts　per　minute　in　the　record　of

instruments）and　other　is　in　biotite　granite　in　the　Kolima　peninsula．　Therefore，the

geophysical　and、geological　prospectings　should　be　carried　out　in　（ietail　in　the　above－stated

regio亘亀　　Correlation　between　the　radio琴ctive　intensity、and　various　kinds　gf　igneous　rocks

was　recognized．The　radioactive　intensity　of　igneous　rocks　might　increase　according　to　the

siヌica　content（SiO2〉．　This－general　ten（iency　was　ascertained　in　this　survey，except　the

comparative　strong　radioactive　intensity　of　porphyrite。

　　　In　genera1，the　radioactive　intensity’of　the　se（1imentary　rocks　of　various　era，namely

Paleozoic，Mesozoic　an（1Cenozoic　showed4，000－6，000counts　per　minute　and　especially，limestone

2nd　schalstein　low　intensity，1，000－3，000counts　per　minute．

　　　　　　　　　　要　　旨

　昭和32年2月中旬から3月下旬にかけて約50目聞に・

わたり，岡山県南部地域において核原料資源探査の目的

で車載式シシチレーションカウンターによる放射能探査

を行った。その結果中国花簡岩体中の数箇所において，

や』顕著な放射能異常値が認められた。このうち井原市

南方の異常地帯および児島半島の異常地帯は，比較的高

強度を示し，注目に値するものと思われるので，今後さ

らに地質調査方法による調査が必要と，思われる。

　　　　　　　　　1．緒　　言

　酸性逆入岩の分布地域に対する組織的な核原料資源調－

査の一環として，すでに昭和31年7月～8月にわたつ

て岡山県北部地域の自動車による放射能探査が実施され

た。これに関連して同地域南部の，主として中国酸性溢

入岩地域の，放射能異常地域の概査を目的として，昭和

32年2月から3月にかけて約50日間自動車放射能探査

を実施した。また同時に当地域の地質分布と放射能強度

分布との関連性を検討し，今後のウラン探査に対する指

＊物理探査部
継元　所　員

針を得ることを目的の一つとした。本調査には筆者のほ

か広島駐在所山田正春が地質調査を，また田中信一が自

動車操作を担当した。調査に際し直接指導を賜わった広

島大学小島丈児教授に対し深く感謝する。

2．調査区域および調査方法

　調査地域は岡山市東北方を蛇行して流れる吉井川以東

および周匝・福渡・落合・新見・広島県東条を連ねる線

を境とした以北の地域を除いた岡山県下であつて，調査

総面積は3，000km2に達する。なお瀬戸内海の島嘆は

除いた。調査には5万分の1の地形図を使用し，測線は

主として国，県道および自動車の通行可能な町村道を

選定した。測線を附図に示す。探査測線の間隔は，自動

車の機動性と走行可能な道路に支配されるので必要とす

る測線密度以上の問隔を生じる場合もあるが，可能な限

りやエ大規模な岩体中には，探査測線を設けるように努

めた。自動車の走行速度は，探査能率と探査精度を考慮

して，平均毎時約20kmを保ったが，道路の峻険な山

岳地帯では5kmの低速度になることもあった。今回の

調査に使用した計数器は従来使用されている科学研究所
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製の』自記記録式計数器であって，検出器にはシンチレー

ショyカウンタ＿を使用した。探査の際には検出器の感

度および計数器の調整卑目的で，一定の標準放騨源を使

用し，絶えず一定の計数率を示すように調整を試みた。

測定には露頭に対する立体角の影響が大きいので，計数

率に比較的顕著な異常が認められた場合には，携帯用シ

yチレーターで直接岩右の表面の放射線量を計測し，測

定結果の解釈の参考とした。

3．地形・地質および鉱床

　調査地の北部の山地には，一般に準平原的な侵蝕平坦

面が広く残存し，その海抜500m前後以上は，緩傾斜

の小起代地となつている。残丘の高いものもない。西部

の川上，阿哲の両郡下ではタ準平原上に玄武岩丘が乗つ

P
て

いる。北部山地から南流する吉井川・旭川・高梁川な

どの比較的大ぎな川は，この間を嵌入蛇行し，谷の横断

面はV字形を呈する。まだ準平原面からこれらの川に注

ぐ支流は，一般に急流をなしている。これに反し南部r

帯1こは広く沖積平野が発達し，花嵩岩の残丘がみられ

る。

　本地域の地質は沖積層・古生層お、よび花嵩岩質深成岩

が最も広く分布する。古生層の一部はいわゆる三郡変成

岩で，低変成度の黒色片岩・緑色片岩等からなる。古生

層のその他の部分では粘板岩が多く，チャート・砂岩・
F
輝
緑
凝
灰 岩がこれに加わり，川上郡，阿哲郡地方では石灰

－岩相が発達する。古生層地域には古生代末ないし中生代

初とみなされる閃緑岩・はんれい岩質貫入岩体と蛇紋岩

体がある。川上郡成羽地方には三畳紀層が，また小田，川

上，阿哲郡には硯石統が分布する。硯石統に密接に関係

があると考えられる珊岩類および石英斑岩，流紋岩は広

く分布する。花嵩岩ないし石英閃緑岩の大部分は，以上

の岩類を貫ぬいており，そのうち中南部地帯の粗粒》細

粒の黒雲母花嵩岩（ときに角閃石を含む）は広島県下から

続く広島花嵩岩底盤体の一部をなすものである。また山

地部に小岩株状をなして露われる石英閃緑岩ないし花嵩

岩は，広島花嵩岩よりも古い貫入岩である。その貫入の

時代は，両者とも中生代未と考えられている。川上郡西

部には中新統が点在する。このほか山砂利層といわれる

鮮新ないし洪積礫層および玄武岩が侵蝕平坦面上にのつ

ている。
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山地部の中生代末深成岩体周辺には，接触鉱体ないL

鉱脈型式の鉱床があり，広島花嵩岩に伴なつてタングス

テン鉱脈がある（三吉・井原等）。・

4．調査結果
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第1図　三吉鉱山附近の地質およぴ放射能探査測線図

　測定結果は地質系統を区分して考察することが適当と

思われるので，おのおのの岩石にっいて測定結果を述べ

る。各線に沿って放射能強度を測定した結果は，おのお

の5万分の1地形図に記入した（放射能強度分布図参照）。「

　1．火成岩

　花闘岩
　概して花嵩岩地帯は，他の火成岩および堆積岩に比較

して放射能強度が高い。黒雲母花崩岩は調査地域全域に

わたつて，大小種々の形態で各所に点在している1）2）3）4）5｝

が放射能強度は全般的に高く12，000～13，000cpmに達，

することはまれではない。また調査において認められた

高放射能強度は，すべてこの黒雲母花嵩岩中に存在する

ので注目を要するものと思われる。次に倉敷北方清音村

三吉鉱山附近の黒雲母花歯岩地帯から述べよう。三吉欽

山は，すでにウラン鉱床が発見され，さらに核原料資源、

として開発の対象として認坤られ現在採掘が行われてい

るので，この附近の放射能探査は他の地域の異常値を評
F
価
す るうえに意義あることと思われる。第1図は三吉鉱’
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山附近の地質図7）および測線図，第2図はこの測線上に

おける放尉能強度断面図である。鉱山附近の黒雲母花歯

岩は，平均10，000～16，000cpmを示し，露頭不良の場

合においてもなお11，000～12，000cpmの高強度を示し

ている。特に採掘場に接近した測線上では，18，000cpm

の高強度が認められ，鉱床による影響が強く現われてい

るものと思われる。この地域の花醐岩は，古生層との接

触部年近く，細粒の黒雲母花歯岩が多い。これに対して

三吉鉱山東方の山手村山新田附近では，中～細粒の花歯・

岩が分布し，附近は珪石の採掘場となっているが，，この

地域は露頭状態の不良であるにもか』わらず，11，000～

15，000cpmの強度を示し（第3図），注目を必要とする

地域と思われる。

　総祉市北方から加茂市場に至つて広範囲に分布する黒

雲母花崩岩！ま，9，000～12，000cpmの強度を示してい

る。この岩体中には異常値として豪漢川沿岸および唐人

山附近があげられるが，前者では最高13，000～14，000

cpmに及ぶ。しかしこれは方状節理の良く発達した，

花歯岩地帯の曲型的峡谷での測定値であるため，幾何学

的影響が他の場合に比較して大きく，測定値に対して多

少の割引きをする必要があると思われる。後者の唐人山

附近では12，000cpmに達しているが，これは半花嵩岩

脈の貫入に原因する強度と思われる。

　高梁西方阿部附近の黒雲母花嵩岩は，10，000～
12，000cpm程度を示す箇所が多いが，局部酌には13，000

～14，000cpmを呈する地域がみられる（第4図）。［この

附近には放射能異常を有する阿部鉱山が存在する。高梁

東南方，大久保峠附近の花嵩岩は，前記の花歯岩に比較

してやN低く，10，000cpm以下である。また高梁東北

方平田一尾原間の黒雲母花嵩岩体は広範囲にわたつて

10，000～13，qOO－cpmを示している。川上郡成羽町西方

鵠森山附近の小規模な花嵩岩体は，9，000～10，000cpm

程度を示し，とくに石英斑岩脈の貰入する位置では局

部的に12，000cpmを示している。この岩体は一般に強

度はあまり高くないが，成羽川を隔てた対岸に放射性鉱

物を産する山宝鉱山が存在するので，将来注目しなけれ

ばならない地域である。

　児島半島小串，胸上附近を中心とする黒雲母花嵩岩体

中には，10，000～14，000cpmの強度を示す地域が広範囲

にわたり存在し，特に胸上一飽浦間では局部的に15，000

cpmを示す地域が存在する（第5図）。

　これより少し西南方の宇野・目比・琴浦附近に分布す

る黒雲母花崩岩は，最も普通の強度10，000cpm程度を

示して，、特に高い異常値は認められないq僅かに12，000

cpmに達する地域が玉r長尾越間に認められる。さら

㌍児島半島最南端下津井附近に一部黒雲冊花崩岩が分布
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するが，下津井町内で，すでに10，000cpm前後の強度

を示し，放射能異常は鷲羽山附近では，13，000cpmか

らユ6，000cpmの最高度に達している（第6図）。この地

域では風化の准んだやX巨晶花崩岩的な粗粒花崩岩が露

出していて，これが強い放射能を有するものと思われF

る。笠岡市を中心として黒雲母花嵩岩が分布Lている

が，露頭の位置，状態などがはなはだ不良で，良好な測

定資料は得られずに終つた。すなわち，笠岡市東北方，

虚空蔵山西方の測線上では，露頭条件が不良であるにも

か』わらず，10，000cpm前後の強度が認められ，多少

放射能強度が強いのではないかと思われる。一方西浜附

近では露頭の接近した位置で，最大12，000cpm程度で

あつて放尉能はや玉弱い。井原市経ケ1丸西方に位する井

原鉱山附近の古生層と接触する，糖晶状の花崩岩は，平

均13，000～15，000cpmを示している（第7図）。放射能

強度異常の原因の1つと考えられるグライゼン脈の脈幅

は4～5cm内外である（図版1a，b〉。したがって進行

中の自動車内で得られる記録としては，上述の程度であ

るが，脈附近での測定値は17，000cpm程度に達してい

て，三吉鉱山を除いた調査地では最強のものである。ま

た線量計（royal　scintillatorNこよる脈上の測定では，

0．037mγ／h，周函の母岩である花崩岩の表面ではo．034

mγ／hが測定されている。
「
井
原 南方，高屋町東南方の源代・山王附近に分布す

る黒雲母ないし閃雲花醐岩は，全般的に高強度を呈し

14，000’》15，000cpmの強度が認められ（第8図），前述

同様のグライゼン脈の生じている箇所では16，000cpm，

線量にして脈上では0．049mγノhに達している。なお母

岩である花嵩岩では，o．035mγ1h程度である。測線附

近の露頭で発見したグライゼン脈（図版1a，b）は幅50

cmに達しているが，延長方向その他詳Lい状態は不明

瞭である。この地帯では，露頭の附近にみられない場所

でも約10，000cpmの強度を示すので，強度のみがら推

察すると三吉鉱山附近と同じ程度と考えられ，特に注目

すべき地域と考えられる。

『

　次に閃雲花嵩岩2）3》4）5）は黒雲母花嵩岩に比較して低強

度を示し，6，000～9，000cpmの値を示すのが普通であ

って，岩体中には異常値はほとんど認められない。阿哲

郡新砥村，吉備郡昭和町堂砂，浅口郡寄島町東方帆崎附

近の海岸地帯，児島市昧野南方の丘陵地帯などの各所に

分布する閃雲花嵩岩体は，最も低強鹿で，6，000～71000

cpmを示すにすぎない。また吉井川，旭川間の赤阪町

を中心としたかなり広範囲に分布する花嵩岩体は，一般

に新鮮な露面が少なく，風化帯がその大部分を占めてい

て7，000cpm前後め低強度を示している。浅口郡阿部

山南方の鴨方町を中心とした閃雲花嵩岩も，また前述の

花崩岩とほとんど同じく7，000～8，000cpm程度の強度

が認められている。一方吉備郡真金町・馬場ノ尾・御津

町に拡がっている岩体，小田郡矢掛町・鬼ケ岳温泉・吉

備郡真備町一体にかなりの地域に拡がる岩体，御津郡円

城村・豊田村・児島市琴浦町北方・浅口郡六条院などの

各地域に分布する閃雲花崩岩は，いずれも放射能強度は

や」高く，8，000〔ゾ9，000cpm前後を示す。特に矢掛北

’
方 の岩体中には，10，000cpm以上の強度が認められ

た。前述の琴浦北方，あるいは六条院地方の岩体中では

10，000～11，000cpmの，ごく局部的な高強度が測定さ

れ，閃雲花崩岩中では最高強度を示している。

　石英斑岩・流紋岩

　石英斑岩ないし流紋岩は，調査地域内において各所に

分布し，ある地域では花崩岩と接して産出し，ある地域

では古生層中に点在している。流紋岩は黒雲母花崩岩に

比較してや』放射能強度は低く，7，000～8，000cpmを

示すことが多い。しかし花嵩岩の周縁相としての流紋岩

においては，花嵩岩の放射能強度との著しい差異は考え

られない。強度は最大10，000cpmを超えることがあ
る。調査地の東部地域和気町を中心とした熊山附近，お

よび佐伯，塩田に至る地域に分布する流紋岩は7，00g～

8，000cpmで，この岩体中では放射能強度に顕著な変化

は認められない。

　西大寺西北方の竹原一南方間の洗紋岩は平均8，000一
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◎，000cpm，最高強度10，006¢mを示し，調査区域の

流紋岩中最高の強度を示している。一方石英斑岩は一

般に8，000～10，000cpmを示すことが多いが，最高

13，000cpmに達することがある。

　福渡町西方円城寺・上建部村・本宮山にわたって分布

するかなり大きい岩体は，7，006～8，000cpmで石英斑

岩中ではや」強度が低い。昏らに高梁東方に分布する石

英斑岩中，上竹荘村猿目一駿河間では8，000～9，000cpm

の強度が認められた。

　これと同」岩体中の楢井一湯原間の測線では，6，000

飼7，000cpmを示すにすぎないが，これは風化作用の進

んでいることによるものと思われる。矢掛町と鴨方間の

．花嵩岩と接Lて産する石英斑岩ないし流紋岩は，8，000

cpm程度で石英斑岩としてはや～低い部類に属する。

しかし，この岩体は，むしろ流紋岩ではないかと思われ

る。小田郡小田町とその北方黒木聞の石英斑岩の強度
　　　　　　　　　　　ノ
は，測線附近の露頭が不良で，信頼しうる測定値は得ら

れなかつたが，おそらくこの岩石としては低い部類に属

すると，思われる。

　上房郡・御津郡・久米郡の3郡の接する地域，すなわ

ち，福谷村大成附近の石英斑岩ないし流紋岩は91000～

10，000cpmを示して，その最高値は11，000cpmに達

している。

　高梁北方，上竹荘村平田附近の石英斑岩は12，000cpm

におよぶ強度を有している。その原因としては，その北

方に遊入している高放射能強度を有する黒雲母花嵩岩に

より，熱変成作用を蒙ったためと考えられる。

　上房郡中井村の石英斑岩，新見市南方阿哲郡新砥村附

近の閃雲花崩岩を包囲するように分布する石英斑岩は，

平均9，000cpmの強度を示しているが，前者では同岩

体中に津々羅附近で11，QOOcpm，多和田峠で13，000

cpmの値が認められ，後者では川上郡湯野村小谷附近

で13，000cpmの高強度が認められるら高梁東北方上竹

荘村附近に分布する石英斑岩とともに比較的高強度を示

しているといえよう。これにもまして高いのは，新見市

草間・川上郡吹屋町に至る地域に分布するもので，平均

10，000cpm，特に高梁川沿岸の広石一不動滝間にみられ

る岩株の部分では11，000cpmを示し，大柏附近では

13，000～14，000cp血．を示す箇所もみられ，放尉能強度

は前二者をしりいでいる。なおそのほか，調査区域内に

1は石英斑岩は各所に分布するが，いずれも岩体中に良好

な！則線をとり得なカ・つた。

　その他の中性ないし塩基性岩類

　石英閃緑岩；石英閃緑岩は岡山市北方下牧・大久保附

近の旭川両岸地帯，足守町北方地域のや』大きな岩体，

および福渡町西方の下賀茂附近に分布するのが測定の対

象となっている。ほかに高梁市東北方有漢村，矢掛町西

北方美星町地方などに産するが，良好な露出はみられな

い。岡山市北方旭川の両岸にわたつての岩体は，’露出が

不良で放射能強度は明確ではないが，およそ5，000～

6，000cpmを示すものと思われる。下加茂地域の岩体は

9，000～10，000cpm以上となつている。この附近には鍋

谷鉱山があつて，放射性鉱物が産するので，あるいはそ

の影響かもしれない。

　足守地方の石英閃緑岩体では，1日応寺北方，あるいは

上高田一西河内間では6，000cpm，高梁東方大和村南田

附近に分布する石英閃緑岩も同じく6，00σcpmを呈し

ているが，前者の足守北方の岩体のうちでも堂坂附近で

12，000cpmに達しているところがある。この附近はむ

しろ細粒の花嵩岩に近く岩相の変化に原因するものと

思われる。足守・上高田・下高田附近でも，局部的に

8，000～9，000cpmを示すことがある。高梁東北方有漢

村権現山附近に分布する石英閃緑岩は，同じく7，000～

8，000cpmを示している。結局この岩石では旭川沿岸の

は一番低く、5，000～6，000cpm，高梁附近は7，000cpm

前後，さわに下加茂は高く，足守め岩体は強度分布が種
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種である。美星町の石英閃緑岩は測線上には全く露出し

ていないで，第三紀層に露われている。

玲岩；玲岩は主として調査地の西方部の成羽川に沿っ

た地域に分布するが，強度は平均約8，000cpmに達す

ることが多く，紛岩中の班岩角蛮岩はや工強度が低いよ

うに思われる。しかし，この珊岩も強度分布の幅が広

く，高梁西方春木附近の玲岩は6，000～’8，000cpm程度
’
で
あ るが，一方僅か北方の下遠原，飯部附近の玲岩は

9，000cpmに及んでいる。新見西南方の珊岩は露出が不

良で，測定結果は参考になるべきものが得られなかつ

た。高梁北方幡見附近の班岩は8，000～9，000dpm程度

で，成羽川上流川上郡湯野，平川両村地方から吹屋にか

けての珊岩類≧あまり著しい変化はみられない。

　玄武岩：川上郡高山村彌高山は玄武岩ドームであつ

て，附近の測線上では4，000cpm程度である。

　蛇紋岩：福渡東北方の蛇紋岩は低く3，000～4，000

cpmを示す。

　2．水成岩　‘

　水成岩は一般にその強度が火成岩に比較して低い。特

に古生層中の塩基性岩類，石灰岩は著しく低い。水成岩

を古生代・．津生代・新生代に分類して述べてみる。

　古生層
　育生層のうち砂岩・礫岩・粘板岩・変質粘板岩および

千板岩は調査地全域にわたって広く分布している。これ

らの古生層の放射能強度は，概して5，000～6，000cpm

の場合が多いが，7，000cpm前後に及ぶ地域もしばしば

　　　　　　　　　　　　　ロみられる。古生層中のホルンフェルスは3，000～4，000

cpm程度を示すことがある。これは周匝西方矢道附近の

流紋岩と古生層との接触部，あるいは加茂市場南東方に

局部的にみられるホルンフェルスに認められる。これに

反して，高梁東北方上房部有漢村千守附近の古生層は，，

9，000cpm程度の強度を示すが，これは隣接して貫入し

てぎている石英斑岩による鉱染作用の影響と思われる。

笠岡西方陶山村の古生層中には，高強度の箇所が局部的

にみられたが，これもまた附近に貫入してぎている花嵩

岩による熱変成作用，鉱染作用によるものと思われる。

石灰岩は新見市南東方，成羽町西方地域に広く分布す

るが，これらはいずれも例外なく3，000cpm以下の強

度を示す。

　古生層中の塩基性岩類は，最低1，000cpm最高3，000

cpmの低強度を有する。堆積岩中における低強度地帯

は，前述の石灰岩，あるいはこれら塩基性岩類，すなわ

ち輝緑凝灰岩，または輝緑岩の分布地帯とほとんど完全

に一致する。特に調査地の西部地域においてこの傾向が

顕著に認められる。

　中生暦
　中生層は久米郡落合町西南方および川上郡成羽町を中

心とした地域に，おもに分布するが，中生層はほとんど

　　　　　　　　　　　　ヤすべて例外なく6，000～7，gOOρpm程度で，笠岡市西北

方の硯石統も7，000cpmを示している。

　第三紀層』

　第三紀層は花嵩岩あるいは古生層を基盤として，調査

地域各所に、点在するが，いずれも5，060～6，000cpmを

示すにすぎない。た黛玉島市北方の花崩岩と第三紀層は1

注目を要する。この峠附近の第三紀層蛮岩は，9，000’一

10，000cpmを超えているが，これは附近の黒雲母花嵐

岩によるものと思われる。これに対して，第三紀層中に

特に低いところがある。例えば，笠岡市東大戸附近では

浅所に存在する基盤の，輝緑凝灰岩の影響で低強度を示

す。また三吉鉱山東方の山新田附近の僅かな地域に堆積

する第三紀層は1普通の第三紀層に比較して高いが，こ

れは基盤ないし周囲の高強度の花嵩岩によるものと思わ

れる。　　　　　　　「　　’

5．結　　語

本調査地域内には特別に顕著な放射能異常は認められ
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ないが，黒雲母花嵩岩中に地較的顕著な，注目に値する

地域を数カ所認めることができた。これらに対しては，

さらに詳しい調査を必要とするものと思われる。特に・

井原市石谷あるいは山王附近の黒雲母花醐岩およびその

なかに生じたグライゼン，あるいは児島半島鷲羽山の花

欄岩， 飽浦附近の花崩岩は将来注目すべきである。

　岩石の放射能強度は，概して火成岩においては酸性岩

が強く，中性岩がこれに次ぎ，塩基性岩は最も弱い。本

調査においては，玲岩が酸性岩とほとんど差別が感ぜら

れないほかは，酸性，中性，塩基性などの岩種による放

射能強度の相違は，明らか年認められて，一般説を肯定

する結果が得られた。水成岩においては石灰岩あるいは

輝緑凝灰岩などを別とすれば年代別による放射能強度の

差別は一般に認められない。

　　　　　　　　　　　（昭和32年2・）3月調査）
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